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令和７年６月２７日　令和７年度総会を開催しました

意見交換会①　近県との連携に向けた新たな一歩

ご　挨　拶 三重県障害者就業・生活支援センター連絡協議会みえーる　会長　後藤　勇介

このたび『みえーるだより』第２号をお届けできることを、大変うれしく思います。創刊号の発行
から今日までの間にも、県内ナカポツの連携は着実に深まり、協議会としての活動も一歩ずつ前に
進んでまいりました。
昨年度の大きな動きとして、新たに「研修部会」を立ち上げたことが挙げられます。 県内９セン
ターの職員が共に学び合い、支援の質を高めていくための仕組みがようやく形になりました。研修
では、日々の支援に直結するテーマを取り上げ、実践を共有しながら互いの視点を広げる機会とな
りました。今後は、ナカポツ職員だけでなく、地域の関係機関の皆さまにも学びの場を開いていく
ことを視野に入れ、より開かれた研修へと発展させていきたいと考えています。
また、制度改正に伴い「就労選択支援」が本格的にスタートし、就労支援を取り巻く環境は大きく
変化しています。圏域によって状況はさまざまですが、ナカポツとして求められる役割は確実に広
がっています。みえーるとしても、地域の実情に寄り添いながら、関係機関との連携や情報共有を
進め、より良い支援体制づくりに関わっていきたいと考えています。
『みえーるだより』が、県内の皆さまにナカポツの取り組みを知っていただくきっかけとなり、障
がいのある方の「働く」を支える輪がさらに広がることを願っています。今後も、地域の皆さまと
ともに歩みながら、より良い支援の実現に向けて取り組んでまいります。引き続き、温かいご理解
とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

第　　号

第一部は総会として、議事である令和７年度の事業計画と必要経費について審議を行い、承認を
頂きました。次に報告事項として、令和６年度の活動と収支の報告を行いました。

連絡協議会みえーるだより
三重県障害者就業・生活支援センター

第二部では基調講演として昨年度に引き続き全国就業支援ネ
ットワークの代表理事の藤尾氏により、『再考！ナカポツの
意義とミッション』のテーマでご講義を頂きました。千葉県
の協議会で取り組んでいる地域意見交換会や企業との合同研
修会は、今後、みえーるでも参考となる活動でした。
終了後、有志で集まり各々で交流を図りました。

岐阜・愛知・静岡・富山の就業・生活支援センターの皆さんと岐
阜県に集まり、近県連携に向けた意見交換をスタートしました。
各県では制度運用や支援体制が異なり、それぞれに工夫や課題が
あります。今回の話し合いでは、そうした違いを共有しながら、
広域的に学び合い、協力し合える関係をつくっていこうという前
向きな意見が多く交わされました。
今後は、情報交換を続けながら、合同研修や分科会の開催など、
段階的に取り組みを広げていく予定です。まだ始まったばかりの
試みですが、県域を越えたネットワークが、より良い支援につな
がる大きな力になると感じています。



【外部啓発】
三重県に依頼し就労継続支援事業所（Ａ型・Ｂ型）及び就労移行支援事業所へみえーるのパンフレ
ット・広報誌の案内メールを送付していただき、また県ホームページ「県内の障害者就業・生活支
援センターについて」のページにリンク掲載していただきました。研修会や交流会へ参加した際は
みえーる及びナカポツの周知をしています。
【内部啓発】
顔の見える関係づくりとして９センター内で（ＡＩを活用して似顔絵作成）、また新人職員向けの
研修会を開催する予定です。
【その他の取組】
ホームページの作成準備としてノウハウを学ぶため講師に依頼をして勉強会を開催していきます。

当センターは平成２０年４月に開所いたしました。
ハローワーク津まで車で約１０分、地域障害者職業セン
ターも同一市内にあり、日常的に連携がとりやすい環境
にあります。日々の相談を通して見えてきた課題を、地
域全体の改善につなげることを大切にしており、暮らし
やすさ・働きやすさを広げる小さなハブになれればと考
えています。どんな方でも　“ふらっと”　気軽に相談で
きるセンターを目指しています♪

広報部会・・・みえーるの活動周知を行います

津地域障がい者就業・生活支援センター「ふらっと」
◆住　所　　津市大門７−１５　津センターパレス３Ｆ
◆電　話　　０５９−２２９−１３８０　　

～県内センターの紹介〜

〜みえーるの部会紹介〜

研修部会・・・研修の企画・運営を行います

令和７年度は第一回研修会として令和７年１０月２２日
（水）有限会社With A Will 代表取締役・市川知律氏を講師に
招き、「支援における倫理観　支援の原点を見つめなおす」
〜尊重・共感・ひらかれた就労支援〜をテーマに研修会を開
催いたしました。
個人、社会、専門職としての倫理について学び、グループワ
ークを通して他ナカポツ職員とも交流を図りました。

三重県障害者就業・生活支援センター連絡協議会みえーる　事務局
障がい者就業・生活支援センターいくる

伊勢市曽祢１丁目１３−５　電話　0596-65-7178

 意見交換会②　小規模センター同士で情報共有

千葉県のピア宮敷、三重県のふらっと・結・Colorsの４センターがＺＯＯＭで集まり、圏域の人口が
少ないナカポツの情報共有を行いました。ピア宮敷の隅井様より、社会資源の少ない地域における
取組について報告して頂き、『社会資源』や『人材』が「無いからできない」ではなく「どう工夫
したらできるか」と前向きな考えを頂きました。
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